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１． 研究課題 

 近年、私たちの意識はそれに先立つ無自覚の身体・生体反応として既に現れており、むし

ろその身体情報が集約・知覚された結果であるとする考え方が登場し、実証的な裏付けが蓄

積されている。例えば対象に対する好みは意識的判断に先立つ視線の偏りとして検出できる

こと（Shimojo et al., 2003）、声のトーンを特定の感情状態時のものに変調しそれを意識下でフ

ィードバックするとその感情状態に参加者を誘導が可能であること（Aucouturier et al., 2016）

などが示されてきた。この考え方に基づけば、AI に対する擬人化についても、「まるで人のよ

うだ」といった意識的・顕在的な判断とは別に、それに先立つ無自覚で潜在的な身体・生体

反応が存在すると考えられる。それらを見つけ出し、擬人化の潜在的な指標として確立する

ことができれば、将来的には、AI の表現方法の調整や、操作・フィードバックによる擬人化

のコントロール技術として発展する可能性がある。 

 

２． 主な研究成果 

今年度は、新型コロナウィルス感染症の流行が長い引いたため、当初の予定から変更して

研究を実施した。まず人工知能に対して人々がどのような印象を持っているかを確認すると

いう、基礎的な調査研究を実施した。 

人々が人工知能を擬人化するということは、それらに対し「人間らしさ」の印象を抱いて

いるわけであるが、この「人間らしさ」は「どの程度、人工知能に心があると知覚している

か」から評価できることが示されている（Gray et al., 2007；Takahashi et al., 2014）。例えば Gray 

et al. (2007) によると、ロボットのような人工知能に対して人々は、「知的な能力を持つ」とい

った知性に関する印象は比較的強いものの、「情緒を持つ、人々に対して友好的である」とい

った感情面に関する印象は総じて弱いという。加えて Takahashi et al. (2014) は、人工知能の

見た目が無機物から動物・人などの有機物に近づくのに伴い、感情面に関する印象が高まる

と報告している。 

そこで本研究では、4 種類のロボット、2 種類の音声エージェントが、人間や愛玩動物に比

べてどのような印象が持たれているのかを、心の知覚尺度（Gray et al., 2007）を用いて検討し

た。その結果、先行研究の報告通り、ロボットや音声エージェントは人々から、「人間や動物

に匹敵する知的作業が可能であるが、感情面は著しく欠如している」と認識されていること

が確認された。したがって、擬人化といっても、人工知能に対しては、情緒・友好さといっ

た感情面についての印象に働きかけ、擬人化を引き起こす必要があると確認された。 
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５． 研究活動の課題と展望 

 本年度の研究成果から、人工知能は「感情や情緒が欠けているために、人間らしくない」

と人々から認識されていることがわかった。今後、擬人化に関わる潜在的反応を検出するた

めには、強い擬人化を引きこす必要があるが、そのためには感情や情緒に関する印象を強め

るような実験的介入を人々に施すことが重要であると考えられた。こうした実験的介入の候

補として、視線を合わせる、同じ動作をする、といった身体的同期が挙げられる（e.g., Yun et 

al., 2012）。こうした身体的同期は、他者に対する共感や援助行動を増加させるとの報告があ

り、情緒的な一体感を生む可能性が指摘されている。そこで今後、身体的同期がどのような

帰結をもたらすか、また人工知能との身体的同期が、意図したような擬人化を引き起こすか

を検討してゆく。 

 


